RTK－GPS固定点設置の魅力

　　　国は今、21世紀のIT情報化に対応して平成13年より、ＩＴ戦略本部を設置し「2005年に世界最先端のＩＴ国家となる」を目指してｅ-Ｊａｐａｎ重点計画を策定し、次の5分野の重点政策によってこれを進めようとしています。

· 高度情報通信ネットワークの安全性と信頼性の確保

· 行政の情報化及び公共分野における情報通信技術の活用の推進

· 電子商取引等の促進

· 教育・学習の振興並びに人材の育成
· 世界最高水準の高度情報通信ネットワークの形成
「ｅ-Ｊａｐａｎ重点計画」では、「官民の役割分担についての原則は、情報通信分野においては民間が主導的な役割を担うと言うことである。」また、｢行政の情報化に関しては、・・・・特に、電子自治体に関しては、国と歩調を合わせた行政の情報化を進めるよう、地方公共団体の取り組みを支援する。｣そして、「公共分野におけるＩＴ化の推進では、ＩＴＳ（高速道路交通システム）、ＧＩＳ（地理情報システム）の本格的普及を図るとともに、芸術・文化、医療、食料の信頼性確保、防災、公共交通分野等におけるＩＴ化を推進するため、関連システムの整備・・・・を推進する。」と示されています。

　　　国土地理院の重点方針としては、「電子国土の実現」が上げられています。これは、高度な情報技術を数値地形(地図)データから支援することを目的としていますが、実現のためにはＧＩＳの普及推進が不可欠です。この為には「行政・公共分野における情報化」により、住民情報などの行政が保有している情報の電子化と、全国的に共通化された数値地形（地図）データの電子化を合わせて行い運用・メンテナンスのための高度位置情報の取得がこれからの必須事項となります。

　　　高度位置情報を取得するにはＧＰＳを利用した測位が上げられますが、平成14年4月より改正された測量法では、従来の日本測地系から世界測地系に改められたことにより、全国的に共通化された地図データを作成するにはＧＰＳの使用が必須事項となりました。

　　　ＧＰＳは利用者の必要とする測位精度により様々な測位方法が選択でき、ＲＴＫ－ＧＰＳを利用した場合数cmと言った高精度の位置情報が取得可能となります。

行政機関が抱える様々な行政情報の多くは地理的位置に関係しているといわれています、これらの情報を整理し、わかりやすく市民に説明するためにはＧＩＳ地理情報システムの活用が有効であり、これを実現し21世紀型の行政を支える基盤となる「電子国土」を運用するには、土地の情報(地図)をリアルタイムに修正してこそ有効なシステムとなります。

前述の｢官民の役割｣を踏まえて、情報インフラ整備が進んでいる当地域において、「電子国土の実現」に必要な、世界測地系に従って測定できるＲＴＫ－ＧＰＳを使用した高度位置情報の取得を可能とする「ＲＴＫ固定点システム」の設置運用を、当社が開始することにより、従来よりも安価で正確な地図を短時間にて作成することができるようになり、他社との競争に負けることなく受注を伸ばすことができる様になると確信しています。

当社以外の利用を想定してみましょう。

· 業務としての需要予測

今日現在では高精度な位置情報の必要性は、主に下記の業種の利用が確実視できます。

　　　　　測量会社、土木建設会社、土地家屋調査士、行政、公共交通機関、身体障害者の方々・・・・

以上はＧＰＳ基準局を行政が使用する政策をとれば確実に発生する需要です。

　　　　　

· 実証実験の場としての企業誘致予測

携帯端末に代表されるように、位置情報に対する企業のニーズが非常に高まってきています。

その様な中で各企業が様々な実証実験を試みています。

　　　　　　また、ＩＴＳ（自動運行）事業には高精度な位置情報が不可欠ですがこれを即座に提供できる設備のインフラだけではなく、海、山、鉄道、道路、市街地といった全ての自然のインフラまで整った場所を持つ米子市周辺は非常に有利な環境といえます。

ITSに関連して視力障害者、車椅子利用者に対するルート案内システムも検討できる環境となります。

今後の展開により考えられる事業

　　

今後行政において、国土地理院が進める「電子国土の実現」にむけて整備する必要のある、数値地図データの作成に必要な情報を安価で且つ正確（１cm単位）に測定し、結果の保存と既存の地図データの修正をすることにより、直接（土地の）位置情報と間接(土地以外の)位置情報を常に最新の状態で活用する事ができる様になります。そして次の様なＧＩＳシステムの利用が可能となります。

· 都市計画管理システム

· 上下水道の管理システム

· 固定資産管理システム

· 地下埋設物管理システム

· 防災支援システム

· 障害者・高齢者の活動支援、バリアフリールート管理システム

· 観光情報システム

· 巡回（清掃車等）業務支援システム(行政)

· 自動車運転支援システム、車両運行管理支援システム（

· 中海干拓地など広い土地での重機・農耕機の無人運転支援システム

· 船舶接岸誘導支援システム）

　現在「ＲＴＫ固定点システム」を設置し、試験運用を開始している所は、北海道岩見沢市に1例ありますが、土地条件の異なるこの地域で実現すれば、平均的な条件地域として日本で最初の事例となり、この地域における今後の測量業務や地図データ修正業務、その他前記システム関連業務に多大な影響を及ぼし、新たなる産業と雇用をもたらし、ＩＴ関連の人材育成と社会資本の整備に貢献出来る事を確信しています。

